
　１月に麻生婦人学級では、防災について防災士の長谷川さんのお話を聞き、災害時の様々な

対応について学びました。折りたたみいすを利用した簡易トイレの作り方や災害グッズの準備

など実物を見ながら紹介していただきました。防災食では、ビニール袋に米を入れて炊き、新

聞紙とビニール袋で作った器を使って、レトルトカレーを作りました。とてもおいしくいただ

きました。災害時に温かい食べ物があると元気が出るのではと思います。

　２月２０日（木）、本市の観光ガイドで当学級のメンバーでもある松本氏を講師にお迎えし、「宇佐

神宮について」歴史教室を開催しました。全国４万余社の八幡宮の総本社であること、伊勢神宮に次ぐ

第二の宗廟であり勅祭社であること、神輿発祥、神仏習合発祥、放生会発祥の神社であることなど、宇

佐神宮の歴史を詳しく講義していただき、知識を深めることができました。今年は宇佐神宮ご鎮座１３

００年の節目の年であり、奇しくも１０年に一度天皇の勅使が遣わされる勅際の年でもあります。今、

県・市・民間団体が一体となって宇佐神宮、宇佐市を全国、世界にＰＲするイベントが多数行われてお

り、学級員にもふるさと宇佐を盛り上げる機運醸成の場となりました。

四日市公民館だより

麻生婦人学級

令和７年３月６日

第６号

防災食にチャレンジ！！
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